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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御筐体（２）及び光プローブ（３）で構成されるセンサで、
　前記制御筐体（２）が、
　近赤外の測定信号（１９）を光プローブ（３）の方向に送信可能な送信器（４）と、
　前記測定信号（１９）の送信に応じて、前記光プローブ（３）を経由して、戻り信号（
２４）を受信可能とする受信器（６）とを備え、
　前記送信器（４）が、前記近赤外に属さない波長の第２信号を送信可能とする多重波長
送信器で、
　前記制御筐体（２）が、前記戻り信号（２４）から確定した前記センサ（１）の状態に
応じて、測定信号として同時に送信機（４）からの前記第２信号を前記光プローブ（３）
に送信する制御を選択的に可能とする処理モジュール（１４）を備えていることを特徴と
するセンサ。
【請求項２】
　前記光プローブが、一組の光ファイバー（５，７）を備え、前記光ファイバーの各端部
が前記制御筐体（２）に接続されていることを特徴とする請求項１記載のセンサ。
【請求項３】
　前記第２信号が、可視信号であることを特徴とする請求項１記載のセンサ。
【請求項４】
　前記第２信号が、紫外線信号であることを特徴とする請求項１記載のセンサ。
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【請求項５】
　前記処理モジュール（１４）が、前記戻り信号（２４）の特性に応じて、前記第２信号
の送信を制御することを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載のセンサ。
【請求項６】
　送信器（４）及び受信器（６）を有する制御筐体（２）と、光プローブ（３）とから成
るセンサ（１）を操作する方法において、
　前記方法が、
　ａ）近赤外の測定信号（１９）の前記送信器（４）で、前記光プローブ（３）の方向に
送信を制御する工程と、
　ｂ）前記測定信号（１９）の送信に応じた前記光プローブ（３）を経由した戻り信号（
２４）を前記受信器（６）に受信する工程と、
　ｃ）前記戻り信号（２４）を処理し、そこから前記センサ（１）の状態を推論する工程
と、
　ｄ）工程ｃ）で確定した前記センサ（１）の状態に応じて、前記近赤外に属さない波長
の第２信号の前記送信器（４）による前記光プローブの方向での送信を、同時に前記測定
信号の送信として制御又は制御しない工程とから成ることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の主題は、センサ及びセンサを操作する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバー光学センサは、通常、制御筐体及び制御筐体に接続された光プローブから
成る。
【０００３】
　光学センサの状態の視覚検査を可能にするために、光学センサの制御筐体上に表示ラン
プ（例、ＬＥＤ）を備えている。
【０００４】
　センサが、光ファイバー光学センサの場合、センサの操作調整及び検査に困難を伴う。
これは光プローブの自由端が、制御筐体からかなりの距離（例、１０ｍ）にある時、操作
者は、プローブの取付け及び調整中に、表示ランプを見ることができない。例えば、光プ
ローブを検査の作業台に置き、制御筐体を作業台外のデータ取得システム近傍に置いてい
る場合である。
【０００５】
　同様に、センサを組み込む場合、センサをその場所に設置すると、表示ランプが見えな
くなり、後のセンサの正確な操作の検査ができなくなる。従って、操作者が、筐体からセ
ンサを分離せざるを得ず、時間を要し、難しい操作となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、前記難点を取り除き、及び、光プローブが制御筐体から離れた距離に
設置されている場合でも、光プローブの取付け及び調整を容易にするセンサ及びセンサを
操作する方法を提案ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　発明の主題は、制御筐体と光プローブとを備えるセンサで、制御筐体は、光プローブの
方向に近赤外の測定信号を送信可能とする送信器と、測定信号の送信に応じた戻り信号を
光プローブを介して受信可能とする受信器とを備え、送信器が、近赤外に属さない波長で
の第２信号を送信可能とする多重波長送信器で、制御筐体が、戻り信号から測定したセン
サの状態により、選択的に第２信号の送信を測定信号として同時に制御可能とする処理モ
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ジュールを備えている。
【０００８】
　好ましくは、光プローブが、一組の光ファイバーを備え、光ファイバーの各端部は、制
御筐体に接続されている。
【０００９】
　好ましくは、第２信号は、可視信号である。
【００１０】
　好ましくは、第２信号は、紫外線信号である。
【００１１】
　好ましくは、処理モジュールは、戻り信号の特性に応じて、第２信号の送信を制御する
。
【００１２】
　本発明の更なる主題は、制御筐体及び光プローブを備えるセンサの操作方法である。制
御筐体は、送信器及び受信器を備えている。その操作方法は、
　ａ）送信器による光プローブの方向に近赤外の測定信号の送信を制御する工程と、
　ｂ）測定信号の送信に応じた戻り信号を光プローブを介して受信器で受信する工程と、
　ｃ）戻り信号を処理し、それからセンサの状態を推論する工程と、
　ｄ）工程ｃ）で確定したセンサの状態に基づき、送信器による光プローブの方向に近赤
外に属さない波長での第２信号の送信を同時に測定信号の送信を制御又は制御しないとす
る工程とを備えている。
【００１３】
　発明の更なる理解及び他の目的、詳細、特徴及び利点が、幾つかの実施形態を説明する
詳細な記載で一層明白となる。添付した概略図の参照は、純粋に説明的で、限定例となる
ものでない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１実施形態によるセンサの構造概略図である。
【図２】図１のセンサの簡潔な概略斜視図である。
【図３】歯付円板の縁部に沿って設けられたセンサの光プローブの簡潔な概略斜視図であ
る。
【図４】図３に類似した第２実施形態で、センサが遮断モードの光プローブから成り、光
プローブを穴のあいた円板の両側に設けている。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１及び図２は、制御筐体２及び光プローブ３から成る光ファイバー光学センサ１を示
す。
【００１６】
　光プローブ３は、２つの光ファイバー５，７及び端部素子３１から成る。端部素子３１
は、例として、光ファイバー５の端部５ａ及び光ファイバー７の端部７ａを囲む円筒の形
状を備えている。
【００１７】
　制御筐体２は、端部５ａの反対側にある光ファイバー５の端部に接続されている送信器
４（例、発光ダイオード：ＬＥＤ）を備えている。制御筐体２は、端部７ａの反対側にあ
る光ファイバー７の端部に接続されている受信器６（例、光ダイオード又は光トランジス
タ）を備えている。光プローブ３の長さ、つまり光ファイバー５，７の長さは、用途に依
存するが、相当なもので、約１０ｍの例もある。
【００１８】
　ダイオード４は、近赤外送信モジュール８及び可視（例、赤色光）送信モジュール９か
ら成る多重波長のダイオードで、実質的に単発の送信器を成している。実質的に単発又は
無収差の送信器は半導体で、その素子は互いに十分に近く、光学素子又は光ファイバーで
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システムを形成している。システムは、光学用語で実質的に中心に位置し、光ファイバー
の場合、正確な結合をもたらしている。多重波長ダイオードは、例として、ＥＰ１６５５
８１４に記載されているため、ここでは詳細を避ける。
【００１９】
　制御筐体２は、電力供給モジュール１０を備え、電力を近赤外送信モジュール８に電力
を供給する（矢印１１で表示）。電力供給に応じて、近赤外送信モジュール８は、近赤外
の光信号を送信する（矢印１９で表示）。
【００２０】
　制御筐体２は、受信器６から生成する信号を増幅する増幅器１２を備えている。増幅器
１２は、受信器６からの出力信号を入力として受け取る（矢印１３で表示）。例えば、光
学センサ１がアナログセンサの場合、増幅器１２の出力信号は、増幅器の入力信号に比例
する。
【００２１】
　制御筐体２は、増幅器１２の出力信号を入力として受け取る処理モジュール１４を備え
ている（矢印１５で表示）。処理モジュール１４は、受け取ったデータを処理し、そこか
らセンサ１の状態を推論する。光学センサ１の状態に応じて、処理モジュール１４は、可
視送信モジュール９の電力供給を制御し又は制御しない（矢印１６で表示）。電力供給に
応じて、可視送信モジュール９は、可視の出力信号（この場合、赤色光線）を送信する（
矢印１９で表示）。処理モジュール１４は、同様に、制御筐体２の表示ランプ１７の電力
供給を制御する（矢印１８で表示）。表示ランプ１７は、例として、電力が供給されると
可視光を送信する発光ダイオードから成る。
【００２２】
　図３を参照すればセンサ１の操作の記載が分かる。光プローブ３は近接プローブで、そ
の自由端を歯付円板２１の縁部２０に沿って設けている。縁部２０は、長さ全体に及ぶ交
互に配列された凹部２２及び歯部２３を有する。
【００２３】
　センサ１の操作中、電力供給モジュール１０は、連続して近赤外送信モジュール８に電
力を供給する。言い換えれば、ダイオード４は、近赤外の光信号を絶え間なく送信する。
従って、近赤外送信モジュール８は、光プローブ３の光ファイバー５を介して測定信号を
送信する。
【００２４】
　この送信の結果は、光プローブ３の光ファイバー７を介した戻り信号２４が、受信器６
で受信される。戻り光が、光プローブ３に対する円板２１の位置関数となる。つまり、凹
部２２又は歯部２３に一致する近赤外送信モジュール８による送信の位置関数である。受
信器６は、戻り信号２４に対応する電気信号１３を増幅器１２の入力に送信する。
【００２５】
　増幅器１２は、受信信号１３を増幅し、増幅した信号１５を処理モジュール１４に送信
する。処理モジュール１４は、信号１５を処理し、そこからセンサ１の状態を推論する。
処理モジュール１４は、センサ１の状態変化の有無を見事に判断する。図３の例では、セ
ンサ１の状態変化は、凹部２２から歯部２３（逆も同様）の光プローブ３の通過に対応す
る。処理モジュール１４は、センサ１の状態の信号２５を生成する。図示する実施例では
、信号２５は切欠き形状で、信号２５は、例えば、プローブ３が歯部２３に合う時は（１
）で、プローブ３が凹部２２に合う時は（０）となる。信号２５は、例えば、検知装置（
図示せず）に送信される。
【００２６】
　同時に、センサ１が所定状態（例、（１））にあると判断すると、処理モジュール１４
は、可視送信モジュール９の電力供給を制御する。この結果は、ダイオード４が、近赤外
の光信号及び可視の光信号を、同時に、光ファイバー５を介して送信する。
【００２７】
　従って、光プローブ３の端部が、センサ１の状態を表示する検査表示ランプとなる。特
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に、これが調整を容易にし、標的に対し光プローブ３の位置の中心合わせ（例、円板２１
の縁部２０）を促進する。これは、可視波長（この場合、赤色）が、動作波長（この場合
、近赤外）と同じ光学経路で送信されるためで、操作者は、センサ１の操作が直接に観察
でき、調整に表示ランプ１７の使用を不要にする。この表示ランプ１７は、センサ３に位
置している操作者には常に容易に見えない。改良型として、表示ランプ１７は除去できる
。
【００２８】
　留意すべき点は、多重波長ダイオードの使用で、近赤外及び可視の信号を、通常に入手
できる型の従来光ファイバー５内で送信している。反して、近赤外及び可視信号が、２つ
の異なるダイオードで送信される場合、第２の信号の送信に光ファイバーを更に必要とす
るか、使用される光ファイバーは、２つの異なる源から発生する信号の受信に適合する特
別な光ファイバーとなる。ダイオード４は、光ファイバの数に依存する光プローブ３の体
積の制限、及び、特に光ファイバーの数及び型に依存するセンサ１の費用を制限する。
【００２９】
　センサ１は、自動化、測定、マイクロ及びナノ技術、医術、防衛、ロボット工学、安全
又は他分野で使用できる。特に適しているのは、標的にされていない送信が危険性を有す
る場合（例、医療分野、組立て又は防衛分野）である。
【００３０】
　操作者が、センサ１の正確な動作を検証したい時は、光プローブ３の自由端（所謂、光
プローブ３の頭部）の前に手を通過させて光線を切るだけで十分である。これで可視送信
モジュール９による赤色光のスイッチのオン又はオフの作用を持つセンサ１の状態変化を
引き起こす。
【００３１】
　受信器６で検知される戻り信号２４は、特に、光プローブ３の頭部と標的間の距離、及
び、標的に平行な面にある光プローブ３の頭部の位置に依存する。受信を最適にするには
、光プローブ３の頭部を標的に対し正確に位置させることが重要である。発明の一つの実
施形態として、処理モジュール１４は、戻り信号２４の特性に応じて可視送信モジュール
９の電力供給を制御する。従って、操作者が、標的に垂直な軸上で光プローブ３を動かす
と、ダイオード４で送信される赤色光線が、受信の特性に応じてスイッチがオン／オフさ
れる。つまり、受信の特性が、所定の閾値を越えると、受信は良好と判断され赤色光線の
スイッチが入る。同様に、操作者が、標的に平行な面内で光プローブ３を動かすと、ダイ
オード４で送信される赤色光線が、受信の特性（例として、明るい印から暗い印への変移
）に応じて、スイッチがオン／オフされる。この特徴が、光プローブ３の位置合わせを視
認的及び直感的な表示で容易にする。この特徴は、高速で回転する駆動軸の端部に取付け
られ一つの面が黒と白の部分を有する円板（図示せず）に沿って、光プローブを設けてい
る場合に特に適している。
【００３２】
　センサが必ずしも光ファイバー光学センサである必要がないことを留意して欲しい。例
えば埋め込みの場合、（例、自動ドア及びエレベータを制御する装置）、光学ヘッドが表
面に現れるだけである。光学ヘッドの動作表示の存在が、装置の正確な動作の表示となる
。
【００３３】
　商品及び人の安全と保護の装置の場合、可視送信モジュール９のスイッチのオフは、遠
隔で制御できる。この場合、可視送信モジュール９は、調整中に使用され、警告が作用す
るとスイッチが切れる。
【００３４】
　ダイオード４の波長の数は限定されず３つ以上でも良い。ダイオード４は、例えば、近
赤外送信モジュール８、赤色光送信モジュール９及び緑色光送信モジュール（図示せず）
で構成もできる。この場合、近赤外送信モジュール８は、常に光学測定信号を送信し、他
のモジュール（特に、モジュール９）は、動作の視認検査となる表示ランプとして使用さ
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制御は、センサ１の状態を現す閾値又は信号のアナログ成分に依存する。
【００３５】
　受信器６は、異なる送信波長に適合する幾つかのバンド帯フィルタを備えても良い。図
４は、センサ１の第２実施形態を例として示す。第１実施形態に似ている素子は、同様の
参照番号で表示しており、個々では繰り返し記載しない。
【００３６】
　この場合、センサ１は、遮断モードの光プローブ３から成る。光ファイバー５の一端を
、光プローブ３の第１ヘッド３Ａに設け、光ファイバー７の一端を、光プローブ３の第２
ヘッド３Ｂに設けている。送信器４が、円板２１の孔３０に沿って測定信号１９を送信し
、受信器６は、戻り信号２４を受信する。
【００３７】
　第３実施形態（図示せず）の場合、ダイオード４は、可視送信モジュール９に加えて又
はその代わりに紫外送信モジュールを備えている。この場合、近赤外送信モジュール８は
、一部分の存在の検知に使用される。紫外送信モジュールは、一部分の存在が検知できた
時、自動追跡が可能となる。紫外送信モジュールの出力は、センサ１のアナログ変数で調
整される。これは、特に小形の自動追跡及び検知装置を得るのを可能にする。
【００３８】
　センサ１は、従って、幾つかの波長の利点を小形の装置への組込みを可能にする。例え
ば、近赤外は、より強力な信号が得られ、周囲の光の干渉をフィルタするのが容易となり
、可視での送信の調整を一層容易にする。
【００３９】
　発明を幾つかの特定の実施形態を参照して記載したが、発明は、それらに限定されず、
記載される手段の技術的に等価物及びその組合せの発明も含む。
【符号の説明】
【００４０】
１　センサ（光ファイバー光学センサ）
２　制御筐体
３　光プローブ
４　送信器
５　光ファイバー
６　受信器
７　光ファイバー
８　近赤外送信モジュール
９　可視送信モジュール
１０　電力供給モジュール
１４　処理モジュール
１７　表示ランプ
１９　測定信号
２４　戻り信号
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